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日本の不登校の現状 

11 年連続で上昇中 

現在はおよそ 35 万人が不登校に 

 

北欧と日本の不登校の概念の違い 

日本 

人格の完成と社会性の育成 

不登校対策は学校への復帰をメインとしている 

フィンランド 

学び続けることに重点をおくため、学校に来させることは大事としていない 

 

2 国の支援策の違い 

日本 

COCOLO プラン：「チーム学校」として結束力を強める 

フィンランド 

KIVA プログラム：いじめの傍観者としてのロールプレイングに取り組む 

考察 日本は事後的予防策 

フィンランドは予防的支援策をとっている 

 

コミュニティスクール 

学校と地域が力を合わせて学校の運営に取り組むこと 

※不登校支援策として現状活用されているわけではない 

 

コミュニティスクールを学校運営に適用するメリット 

子供にとって新たな選択肢を提供できる 

他拠点型の居場所づくり 

→学校に通うことだけが全てではないことを体感してもらうことが可能になる 

 




